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【緒言】近年、エキソソーム中に含まれる microRNA が新規血中がんマーカーとして注目されて

いる。従来、エキソソームの回収には超遠心が用いられてきたが、煩雑で多くの処理時間を要す

るという問題があった。臨床応用するためには、簡易的かつ迅速な回収方法の開発が求められる。

我々は、精製したエキソソームを簡易的かつ選択的に固定化し回収するデバイス技術を開発して

おり、細胞膜修飾剤 BAM ( Biocompatible Anchor for cell Menbrane）を用いて固相表面への吸着に

よる高効率な回収が可能であることを確認している。今回、BAMを用いてヒト血清中からエキソ

ソームを回収が可能か検討した。 

【実験方法と結果】Fig.1 (a),(b)に Oleyl chain and poly(ethylene glycol) derivatives (BAM)/ 

poly(ethylene glycol) (PEG)の修飾方法、およびエキソソームの回収モデルを示す。表面改質ではま

ず、カバーガラス（松浪ガラス，30×30×0.5 mm
3）表面に APTES(aminopropyl trithoxysilane)修飾

を 90℃で 1h 施した。さらに、APTES のアミノ基と

BAMのN-hydroxy-succinimide(NHS)基を 37℃で 1 h反

応させ、脂質二重膜を選択的に固定可能なオレイル基

を修飾した。また、非特異吸着を抑制するために、未

反応のアミノ基にはNHS-PEG-CH3を 37℃で 1 h反応

させた。ヒト血清中エキソソームを BAM修飾基板上

に固定化し、AFM観察した像を Fig.2(a)に示す。また、

ヒト血清中エキソソームを膜染色し、パターニングさ

れた BAM 修飾基板上に固定化・蛍光観察した像を

Fig.2(b)に示す。Fig.2 は、ヒト血清のような多くのタ

ンパク質を含むサンプルでも、BAM でエキソソーム

を固定化できる可能性があることを示している。 
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Figure 1 (a) Substrate fabrication process 

of BAM/PEG, (b) Immobilization model 

of exosomes. 

Figure 2 (a) AFM image of exosomes 

captured on BAM/PEG substrate, (b) 

Fluorescent image of exosomes stained by 

PKH26 on patterned BAM/PEG substrate. 
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